
会社概要

関連した取組

≪ 人権を尊重した主な取組や成果 ≫

特に力を入れている取組

企業情報

設立年 1985年(昭和60年)

資本金 100,000百万円(全国)

代表者 北海道支社長 遠山 尚

従業員数 81人(北海道支社)

所在地 札幌市

■SDGsの取組と目指すゴール
■人権に関する他の制度などの認定状況

ＪＴでは、従業員一人ひとりの属性やバックグラウンドといったさまざまな違いを「競争力の源泉」となる「価
値」と捉え、人財の多様性を大切にしています。そして、多様な人財が、属性や価値観の違いにかかわらず公正に
扱われ、継続的に活躍できる環境づくりに取り組んでいます。
女性活躍推進においては、様々な研修・セミナーの開催や、仕事と家庭の両立支援制度の拡充などに取り組むこ

とで、女性社員比率・女性管理職比率は年々増加しています。
また、LGBTQ＋の理解促進については、社内啓発をはじめ関係諸団体とのイベントの協働などを継続して取り組ん

できました。その結果、2016年より9年連続「PRIDE指標」でゴールドを獲得するなど、取り組みを評価されています。

[企業ホームページURL]
https://www.jti.co.jp/sustainability/index.html

日本たばこ産業株式会社 北海道支社

LGBTQ+ (性的マイノリティ)
理解促進に向けた取組

女性活躍の推進

【直近の取組】

・LGBTQ＋に特化したSTVラジオ「knock on the Rainbow」に出演し、
ＪＴの内部統制（ＪＴ社内の性的マイノリティに関する取組の
ひとつとして、社内サイトに相談・問い合わせ窓口を設置し、
当事者、周囲の方も気軽に相談できる体制を整備）やパート
ナーシップ認定制度などの社内制度を紹介。

・Knock on the Rainbowのパーソナリティ2名とＪＴで、多様性推進
に向けた活動に関するトークセッションを実施し、ＪＴの多様
性理解促進に向けた活動内容をステージイベントにて発信。

・多様性理解に向けた社内勉強会を実施。勉強会を通して、多く
の社員の多様性理解・LGBTQ＋知識醸成に繋がりました。

ＪＴグループでは、ジェンダー平等を事業上

取り組むべき優先事項として掲げており、女性マネジメン

ト比率を増やすとともに、すべてのレベルにおいてジェン

ダー平等を達成することを経営課題の一つとしています。

そのため、経営陣のコミットメントのもと、「2030年まで

に女性マネジメント比率30%」というグループ目標を掲げて

います。このグループ目標の達成に向けて、女性の成長に

対する役員からの支援やシニアマネジメントからの発信、

キャリア形成への動機づけ、女性のキャリアアップの障害

を理解する研修など、女性活躍推進に向けた取り組みを進

めています。

働きやすい職場環境の整備

フレックスタイム、時短勤務等の制度の多くは、コアタイム(必ず勤務する時間帯)が設定されていますが、ＪＴではコアタ
イムがない「スーパーフレックス」を導入しました。その結果、今まで以上に一人ひとりが自身の働き方や、仕事の生産性を
積極的に考えるようになりました。北海道支社では、社員間の相互理解と協業を促進し、プライベートや仕事内容に応じて働
く場所を自由に選択できるよう、ABW*を導入する等、スピーディかつクリエイティブに業務を進めることが可能なバランスの
取れた職場環境の構築を目指しています。

・SDGs経営表彰総合賞（札幌商工会議所,2021年）
・札幌市LGBTフレンドリー指標制度<星3>（2020年～）
・プラチナくるみん認定（厚生労働省,2018年/2024年）
・なでしこ銘柄選定（経産省, 2016/19/20年）
・PRIDE指標GOLD（2016年～）
・日本HRチャレンジ大賞イノベーション賞（2024年度）

「日々お世話になっている北海道を元気にすること」をサステナビリティ
推進ビジョンとして、地域の皆様と協働で活動を実施。

・緊急支援（胆振東部地震・COVIT-19など） ・アイヌ文化勉強会の開催

・JTの森積丹による森林整備や環境教育 ・LGBTQ＋理解に向けた活動

・ひろえば街が好きになる運動

JTグループは、130以上の国と地域で製品を販売するグローバルたばこメーカーです。たばこ事業に
加え、医薬事業と加工食品事業も展開しています。
私たちＪＴが持続的に成長していくためには、社会の持続的発展が前提にあり、そのために一企業

としてどのように社会と関わっていくべきかを日々、試行錯誤しながら活動を行っています。
北海道支社では社会・地域との関わりを重視し、「日々お世話になっている北海道を元気にするこ

と」をサステナビリティ推進ビジョンとして掲げ、活動を展開しています。北海道の持続的な発展に
貢献することを目標に「緊急支援」「地域振興」「多様性の尊重」に積極的に取り組んでいます。
今後も地域の皆様が明るく、笑顔になる取組を継続し、吸う人・吸わない人が快適に共存できる環

境を整え、より多くの方にＪＴの考えや企業活動をご理解いただけるよう努力して参ります。

性的
ﾏｲﾉﾘﾃｨ 女性

項目 男性 女性 全体

育休取得者割合 91％ 105％ 95％

2023年度に本人またはパートナーが出産した従業員数に対する、各国法令に基づく育児休業等または各企業が独自に
定める育児目的休暇等の取得者数の割合を算出
（前事業年度以前の出生に対して育児休業等を取得した場合は、当事業年度の取得率が100％を超えることがあります）

* ABW(Activity Based Working)
オフィス内で執務席を固定せず、業務内容によって最適な場所を社員自らが主体的に選択できるもの

また、性別問わず育児休職・介護休職等、プライベートの状況に合わせ活用できる制度も整備しています。
ＪＴおよびたばこ事業の全拠点では、「Global Family Leave Policy」を制定し、ジェンダーや性的指向にかかわらず、すべての

従業員が父母になる際に最大20週間の有休相当の休暇を提供しています(養子縁組を含む)。


